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爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
１０
月
３
日

（金
）
尾
下
菅
原
神
社
秋
の
大

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
奉
納
さ
れ
る
獅
子
舞
は
、
県
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
尾
下
地
区
を
あ
げ
て
の
保
存
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
雌
雄
２
頭
の
獅
子
舞
が
唐
う
ち
わ
を
持

っ
た
勢
子
の
子
ど
も
た

ち
と
競
い
合

っ
て
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
高
森
東
小

。
中
学
校
の
生
徒
た
ち
も
社
会
見
学
で

訪
れ
、
伝
統
文
化
を
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大地に舞う尾下の獅子舞

購簗‐ぷギ

●

子どもたちの舞いも獅子舞に負けていませんでした

個目罰回回回D

勇壮に大地を舞う獅子舞

わが家の 00頭}
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ガふ
下田 康弘さん

■

■

高森・横町 19歳

●お仕事

大工の学校に行きなが

ら下田工務店で働いて

います。

●趣味

筋カトレーニング、音

楽鑑賞、運動すること。

●一番やりたいこと

早くいい人を見つけて、

一緒に旅行に行きたい。

●理想のタイプ

やさしくて一途な人。

一緒にいてくれる人。
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藤後

1歳

●
名前のとおり、とっても優しい
ユウ君です。お兄ちゃん、大き
くなったら一緒にいっぱいサ ッ
カーしようね。

父 後藤 祥之さん
母     香さん

(高森・昭和 )

高森町の人口の動き
世帯数/2,660戸 (-2)
男 :3,671人 (+2)/女 :4,014人 (+1)
総 数/7,685人 (+3)
(平成15年 9月 30日 現在)ヨ

′

■匿謀麗轟圏目目■団国回回国墨国■■高森町マスコット

‖o"531 平成 15年 11月 5日発行 ■ヨ
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近、朝晩がめっきり寒くなり、つい風邪をひいてしま

いました。皆様は風邪などひかないよう手洗い、うが発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷

いをして予防してください。

「もりの朝市」を取材しました。 100名 を超える来客があり

大変盛況でした。早朝の太陽、取れたての野菜などすべてが

輝いて見えました。
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森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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麿疵 蜃 饉 塚 塚 塚 蒻 躙

立 野 病 院 TEL 68-0111

寺  11奇  医  院I  TEL 62-0378

立 野 病 院 皿 68-0111

中 村 医 院 皿 67-2333

南郷谷整形外科医院 T肌 62-3351

渡 辺 内 科 皿 67-1777

◎ 11月のテーマ

き

康

ロ
ン

蘇
６
　

一建

枕

Ｅ

脚
　
ｄ
寸
レ

埼
醒
月
　
・ッ・切
亦

晰
麟
嵐
　
ポ
ソ
靴

Ｓ
の
性
シ
い
死

・キ
年
法

Ｍ“廠力
納諏
好須
態

Ｓ
子
無
歯
き
噺

”ｆ
日
補

／
／
／
／
　
／
　
・

月
火
水
木
　
金
　
土

鞣
荼
勿
荼
　
盆
　
骰

熊
本
県
専
門
士
業
団
体
連
絡
協

議
会
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
合
同
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。６
つ
の
国
家
資
格
の
専
門
家
が

合
同
で
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
法
律
問
題
、
登
記
、
境
界
問
題
、

官
公
庁

へ
の
申
請
、
年
金
、
保
険
、

経
営
、
労
働
問
題
、
税
金
、
会
計

な
ど
、
社
会
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

午
前

１０
時

か
ら
午
後

４
時
ま
で

輻
と

こ
ろ

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館

パ
レ
ア
・０
階

（テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
内
）

※
面
談
に
よ
る
相
談

（予
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日

受
付
の
み
で
す
。
）

毛
問
い
合
わ
せ
先

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

１

‐

４

４

８

８

（担
当

松̈
下
）

凸
労
律
相
談

●

と
　
き
　
１．
月
８
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

明
金
相
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

ｍ
と
　
き
　
１．
月
２８
日

（金
）

午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

国
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（和
室
）

ヽ
ジ
配
ご
と
相
談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

野
尻
地
区

躙
と
　
き
　
Ｈ
月
２０
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

輻
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

輻
と
　
き
　
Ｈ
月
２１
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

蠅
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

靡
と
　
き
　
１２
月
９
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

Ｌ
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

11月 9日

11月 16日

11月 23日

11月 24日

11月 30日

12月  7日

(住 所 )

高森・冬野

尾下・下山

高森・旭通

高森・村山

津留。永野

高森。昭和

高森。昭和
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おくやみもうしあげます ■
(敬称略)2003年 9月 受付分

ヨ【‐‐「　一Ｆ

ム
一
■
Ｌ
Ｆ

|(死亡者 )

岩下都義恵

田上トシ子

浅尾 雄介

濱崎ハマエ

後藤ツルミ

岩下ウメト

藤川ヨシ子

暮 責 の 灯

作齢) (御遺族 )

92岩 下 信敦
77 田上七十三

67浅 尾 峯子
97濱 崎  貢
90後 藤  勇
92岩 下 雅子
83藤 川  明
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ほ

と

き く
だ
11さ
月 い Ｈ
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（土
曜
日
）
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ありがとうございました
(敬称略)

ア
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お詫びと訂正

広報たかもり 10月 号 「一般寄付」の中で、
本田典生さんと記載しましたが、本多典生さ
んの誤りでした。お詫びして訂正します。

[今度の温泉館休館日]

[役場の支払日 ]

時間 9時から 15時まで
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路

「熊

ま
し
た
。

一
　

一
一　
町
バ
イ
パ
ス
は
、
熊
本
都
市
圏
と
南

阿
蘇
地
域
の
連
携
強
化
や
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
お
け
る
交
通
渋
滞
解
消
を
図
る
た

め
、
平
成
５
年
か
ら
約
１０
年
を
費
や
し
、

総
事
業
費
約
１
４
７
億
円
を
か
け
完
成

■
・
し
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
よ
り
、
産
業
基
盤
の
充

実
や
観
光
需
要
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の

化
に
役
立

つ
だ
け
で
な
く
、
熊
本
　
．

通
勤
経
路
の
強
化
、

】　一

白■■■

■
■
■
一

■

4

i亘

コ
Ｋ

〓

ニ

一
■
■
■
硼

L
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露鸞

響

南
阿
蘇
６
ヶ
町
村
統

一
広
報

24時間電話を通して健康をお懸薔夕します。

t

お送り‐ます f

一　
同
無
料
相
談

燿
．卜
難爾
本
町
出
身

の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

鰻

柵

「〉

】　】
〓Ｊ

ョＪ

「 」
「

∠

31手3366

雲
・
1覇

彗壼

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>藤川明 浅尾峯子
岩下雅子

<一般寄付>宇藤晴幸

■広報送料寄付
二子石兼二 (東京都町田市)
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県
か
ら
の
お
知
ら
せ

１２
月

ｌ
Ｅ

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
業
、

製
造
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
等

を
営
ん
で
お
ら
れ
る
個
人
の
方
々

に
、
そ
の
所
得
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
、
８
月
と
Ｈ
月
の
２
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

第
２
期
分
の
納
税
通
知
書
は
Ｈ

月
初
め
に
発
送
し
ま
す
。
納
期
限

は
１２
月
１
日

（月
）
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
銀
行
、
郵

便
局
も
し
く
は
農
協
等
の
金
融
機

関
、
ま
た
は
阿
蘇
地
域
振
興
局
税

務
課
の
窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
事
業
税
の
こ
と
で
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿

蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

１

１

１

１

（内
線
３
２
３
）

「
私
た

週
間
」
の

つ
い
て

本
県
で
は
県
民
の
県
税
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、
納
税
意
識
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
て
、
Ｈ
月
Ｈ
日
か
ら
同
月
・７
日

ま
で
を

「私
た
ち
の
県
税
を
知
る

週
間
」
と
定
め
、
広
報
及
び
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
本
県
で
は

郷
土
熊
本
を
住
み
良
く
し
て
い
く

た
め
に
行
政
機
関
は
も
と
よ
り
、

県
民
、
企
業
・団
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な

っ
て
手
を
携
え
豊
か
な
熊
本

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
策

を
推
進
す
る
た
め
、
自
主
財
源
で

あ
る
県
税
収
入
の
確
保
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
と
県
民
、

企
業
等
が
お
互
い
に
信
頼
関
係
を

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今

後
と
も
県
税
に
つ
き
ま
し
て
、
よ

り

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
３
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試

験
の
お
知
ら
せ

ビ
ジ
ネ
ス
・キ
ャ
リ
ア
試
験
は
、

今
、
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
、

社
外
で
も
通
用
す
る
職
務
の
遂
行

に
必
要
な
専
門
知
識
や
実
務
能
力

を
評
価
す
る
試
験
制
度
で
す
。

試
験
に
は
、
職
務
分
野
を
１
６
３

の
ユ
ニ
ッ
ト
に
わ
け
、
専
門
知
識
や

実
務
能
力
を
評
価
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
制
度
修
了
認
定
試
験

（ビ

ジ
ネ
ス

。
キ
ャ
リ
ア

・
ュ
ニ
ッ
ト

試
験
）
と
、
職
務
分
野
全
般
に
求

め
ら
れ
る
広
範
囲
な
専
門
知
識
と

そ
の
応
用
力
、
企
画
力
を
評
価
す

る
上
級
レ
ベ
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
職
務
能
力
評
価
試
験

（ビ
ジ

ネ
ス

。
キ
ャ
リ
ア

・
マ
ス
タ
ー
試

験
）
が
あ
り
ま
す
。

蝙
受
験
申
請
受
付
期
間

平
成
１６
年
１
月
１３
日

（火
）
か
ら

平
成
１６
年
１
月
２３
日

（金
）
ま
で

鰺
試
験
実
施
日

①

ユ
ニ
ッ
ト
試
験

平
成
１６
年
３
月
６
日

（土
）

平
成
１６
年
３
月
７
日

（日
）

②

マ
ス
タ
ー
試
験

平
成
１６
年
３
月
７
日

（日
）

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

■
０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
７
１
１

に
つ
い
て

県
立
劇
場
に
お
い
て
は
、
演
劇

ホ
ー
ル
等
の
改
修
工
事
の
実
施
に

伴
い
、
休
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

綽
休
館
す
る
期
間

平
成
１５
年
１２
月
２３
日

（火
）
か
ら

平
成
１６
年
３
月
１８
日

（木
）
ま
で

一住
宅
金
融
公
庫
０
住
宅
債

券
「つ
み
た
て
く
ん
」
募
集

平
成
１５
年
度
第
２
回
住
宅
宅
地

債
権

（住
宅
コ
ー
ス
）
「愛
称

¨
つ

み
た
て
く
ん
」
積
立
者
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

初
回
を
２
月
と
し
半
年
ご
と

に
積
立
を
行
い
、
（１
回
の
積
立

額
は
お
よ
そ
２０
万
、
４０
万
、
６０
万

円
の
３
コ
ー
ス
）
、

マ
イ
ホ
ー
ム

の
資
金
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。ま
た
、
「
つ
み
た
て
く
ん
」
は
、

公
庫
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
独

立
行
政
法
人
に
引
き
継
が
れ
た
後

も
、
元
本
や
利
息
の
支
払
い
は
確

実
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
お
申
込
い
た
だ
け
ま
す
。

ｍ
ｌＯ
年
債
の
年
平
均
利
回
り

１

・
７

２

５

％

●

黎
募
集

コ
ー
ス

選

べ
る
３
コ
ー
ス

（２０
万
円
、
４０
万
円
、
６０
万
円
）

屹
募
集
期
間

１０

月

２０

日

～

１２

月

８

日

瑕
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

７

‐
２

０

０

０

開通式典の様子潮谷知事らによるテープカット

●●

１０
月
１０
日

（金
）
、
『俵
山
バ
イ
パ
ス
開
通
式
典
』

が
関
係
者
約
３
０
０
人
出
席
の
も
と
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

南
阿
蘇
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
南
阿
蘇
交
流
ふ

れ
あ
い
道
づ
く
り
協
議
会
副
会
長

（加
藤
義
明
西
原

村
長
）
が
開
会
を
宣
言
し
た
後
、
同
協
議
会
長

（飯

法
師

一
幸
久
木
野
村
長
）
が

「都
市
と
農
村
の
滞
在

交
流
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
、
地
域
産
業
の

活
性
振
興
に
つ
な
げ
た
い
」
と
式
辞
。
潮
谷
義
子
熊

本
県
知
事
が

「バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
世
界
に
誇

る
雄
大
な
阿
蘇
の
大
自
然
を
多
く
の
み
な
さ
ん
に
堪

能
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
者
は
俵
山
バ
イ
パ
ス

（久
木
野
村

側
入
口
）
に
移
動
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
の
セ
レ

モ
ニ
ー
に
参
加
。
久
木
野
保
育
所
鼓
笛
隊
や
久
木
野

太
鼓
の
演
奏
が
華
を
添
え
、
最
後
に
関
係
車
両
に
よ

る
パ
レ
ー
ド
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

午
後
３
時
の
供
用
開
始
１
時
間
前
に
は
開
通
を

待

つ
車
が
列
を
な
し
、
供
用
開
始
後
３０
分
間
で
約

９
０
０
台
の
車
両
が
バ
イ
パ
ス
を
通
行
し
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

▼

謄舌

●

▼西原村側

宮本 古泉さんご夫婦
(熊本市)

息子から聞いて、このバイパスの開

通を知 りました。誕生 日の記念に トン

ネルを通ったら長生きが出来ると自分

で信じて来ました。

阿蘇が近くなりましたね。

▼久木野村側

西山 次人さんご夫婦と弟さん
(益城町 )

朝の10時半から、供用開始を待って

いました。10年以上俵山峠を利用し通

勤していましたので、このバイパス開

通を心待ちにしていました。

便利になりましたね。
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山バイパス

委 託 業 務 名 委託期間

口日|||
契約金額 (円 ) 請 負 者

高 森 中 学 校

プール建設工事

基 本 。実 施

設計業務委託

H15.10.21´ V

H16.2.20
7,980,000

閉 SDA建 築

設 計 事 務 所

機山バイパ ス麗 式 典
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6,969 4,748 (214)2,221

日 2,863 7,292 4,429(155)

月 2,863 6,529 3,666 (128)

土 2,012 6,097 4,085(203)

4,111(140)日 7,041

け

育ヒ

本
向
月 2,931 6,936 4,005 (137)

土 12,639 1,612( 13)

1,297( 11)日 11,396 12,693

F可

蘇
向
け 13,198 1,802( 16)11,396

11,789 13,269 1,480 ( 13)

11,854 12,565 6)71¬

1,579( 13)け

育旨

本
向
月 11,854 13,433

『
　
『

蜀
　
嘲

土 17,329 17,821

日 16,860 17,064 1

16,860 16,340 -520(-3)

16,098 -343(-2)土 16,441

日 15,931 16,311 380 ( 2)

け

育旨

本
向
月 15,931 15,543

始前

開始後 10/13

10/:10/4、  日曜
11、 日曜

10/5、  イ木日
10/12、 イ木日

の比較日
(1週間前との比較)

罪・¨Fコ

」酸
ノイ レ` 不審者′こ

tr-7-il4
り
'゛
し

最近、労働基準監督署やハローワークの職員と名乗る不審者が、従業員の名簿や書籍の購入

を企業に要求するといった事案が発生しております。

中には、「労働基準監督署の承認を受けて書籍を販売しているので、ぜひ購入して欲しい」と

いうような事案があります。労働基準監督署・ハローワークでは、書籍の販売に関し、承認す

るというようなことは行っておりません。

労働基準監督署・ハローワークの職員と名乗る者からの電話が不審と感じたら、質問等に即

答せず、電話をかけてきている者の所属する正確な組織名、氏名、電話番号を聴き、あとで連

絡すると回答してください。

労働基準監督署・ハローワークの所在地、電話番号は

熊本労働局のホームページ http://www.kumamoto.plb.go.jp/

により確認できます。

また、労働基準監督署・ハローワークの職員と名乗る者が訪問し、不審な発言・行動 (個人

情報の要求、書籍の購入の強要)があった場合には、身分証明書を提示するよう求めてください。
労働基準監督署・ハローワークの職員は、電話や訪間の目的を説明します。労働保険や労働

基準法関係で従業員の情報を求める場合にも、十分な説明を行いますので、不審と感じたら最

寄りの労働基準監督署・ハローワーク、熊本労働局総務部企画室 (096-211-1701)へ ご連
絡ください。

・■||||■‐     _               ‐・―_―・‐‐
‐‐
|‐‐|■‐‐

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査の

投:票日は、

11月 9日 (日)です

◎投票時間 午前 7時～午後 6時
魏当日、仕事やレジャー等で投票に行け

ない方は不在者投票ができます。

◎不在者投票

期間 10月 28日 (火)～ 11月 8日 (土 )
※国民審査は、11月 2日 (日 )か ら

時間 午前 8時 30分～午後 6時
場所 林業総合センター
※ご不明な点は、高森町選挙管理委員会に

お問い合わせください。

高森町選挙管理委員会事務局

書記 担当 :本川 宰
TEL 0 9 6 7-62-0422(直 )

FAX 0 9 6 7-62-0422
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●

●   ●
南
阿
蘇
か
ら
空
港
や
熊
本
市
内

へ
の
交
通
の
便
が
良
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
空
港
か
ら
萌
の
里

ま
で
の
道
路
の
道
幅
が
狭
い
の
で

土

。
日
の
渋
滞
が
気
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
道
案
内

（標
識
）
な
ど

の
整
備
を
し
、
主
要
道
や
交
差
点

で
の
渋
滞
が
少
な
く
な
る
よ
う
望

み
ま
す
。
ま
た
、
途
中
南
阿
蘇
を

一
望
で
き
る
展
望
所
な
ど
を
き
ち

ん
と
整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
。

予
想
し
て
い
た
以
上
に
ト
ン
ネ

ル
内
が
違
和
感
が
な
く
、
と
て
も

運
転
が
楽
で
し
た
。
今
ま
で
利
用

し
て
い
た
俵
山
峠
の
方
は
、
景
色

を
見
た
い
と
き
に
利
用
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

開
通
し
て
か
ら
、
南
阿
蘇
の
新

鮮
な
野
菜
を
買
い
に
来
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
の
で
、
今
以
上
に
直

売
で
き
る
と
こ
ろ
が
増
え
る
と
、

色
々
な
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

野田 昭子さん (西原村)

丸野 隆生さん (長陽村) 萌
の
里
の
コ
ス
モ
ス
も
満
開
に
な
り
、
時

間
的
に
も
短
縮
さ
れ
、
毎
日
気
持
ち
よ
く
通

勤
し
て
い
ま
す
。
ま
た
渋
滞
に
も
あ
わ
な
く

な
り
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
日
付
近
で
、
冬
場

凍
結
し
な
い
か
な
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
開
通
後
、
間
も
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
休
日
と
も
な
る
と
村
内
は
大
渋
滞
を

し
て
い
ま
す
。　
一
時
的
な
も
の
で
し
ょ
う
が
、

い
つ
ま
で
つ
づ
く
の
か
気
が
か
り
で
す
。加来  良子 さん、史代 さん

(久木野村)

学校や仕事で町外にお住まいの高森出身の皆さん、

来年の成人式を高森で迎えられてはいかがですか。

町外に住所のある方で参加希望の方は、高森町教

育委員会までご連絡ください。

(対象者は昭和 58年 4月 2日 から昭和 59年 4月
1日 までに生まれた方。)

昨年の成人式

轟問い合わせ先

高森町教育委員会 TEL 62-1111(内線 243)

(主)熊本益城大津線

益城町 中尾葉根

(主)熊本高森線

西原村 桑鶴

●

俵
山
バ
イ
パ
ス

増 減 (°6)開通後開通前

交   通   量

国道 57号線・325号線の交通量にあまり変化はありませんが、バイパ

ス開通により、主要地方道の熊本高森線の西原村桑鶴の交通量が、供用開

始前の 2,000台～ 3,000台から3倍近く増加しています。

場 所
曜 日

F可

蘇
向
け

土

2,931

4,25

月

土

日

57

長陽村 立野

F可

蘇
向
け

492( 3)

月

5

軍

押 程
薩
一〓雖
一歩
一書
爵
一

ノ
４
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空港リムジンバス運行

俵
山
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
、

高
森
～

（久
木
野
村
役
場
経
由
）

～

（西
原
村
役
場
経
由
）
～
熊
本

空
港
～
熊
本
駅
行
き
の
空
港
リ
ム

ジ
ン
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
南
阿
蘇
の
方
や
、
南
阿

蘇
を
訪
れ
る
観
光
客
の
方
の
利
便

性
を
考
え
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。現
在
、
熊
本
空
港
の
飛
行
機
の

離
発
着
に
合
わ
せ
て
、
往
復
５
便

の
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

」摯、

主
要
地
方
道
熊
本
高
森
線
の
俵
山
バ
イ
パ
ス
開
通
に
伴
い
、
広
域
観
光
ル
ー

●

卜
の
形
成
、
阿
蘇
地
域
の
観
光
振
興
、
ま
た
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
内
外
の
方
々
に
親
し
み
を
持

っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

現
在
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
作
品

俵
山
バ
イ
パ
ス
を
含
む
熊
本
高
森
線
及
び
矢
部
阿
蘇
公
園
線

（西
原
村
小
森
～
白
水
村
中
松
）
の
ル
ー
ト
の
愛
称

・
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
呼
び
や
す
い
名
称

。
南
阿
蘇
地
域
の
景
観
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
名
称

・
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
名
称

・
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
類
似
し
て
い
な
い
名
称

●
募
集
期
間
　
　
　
平
成
１５
年
１１
月
２８
日

（金
）
（当
日
消
印
可
）

■
申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
　
振
興
調
整
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

Ⅲ
０
９
６
７
‐
２
３
‐
１
１
２
６

●

● ●

南

凸■
い

て
Ｌ
″

‐
●
■
一
　
・

Ｆ賢
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六罐晰蝙貶鯰軋謗鼈蓼ン種
積極的に推進している企業を募集しています !

女性労働者の能力発揮を促進するためには、これまでの固定的な性別による役割分担意識や、

過去の経緯から男女労働者の間に事実上生じている差を解消し、実質的な男女均等を目指す取

組 (ポジティブ・アクション)を推進していくことが必要です。厚生労働省では、こうしたポジティ

ブ・アクションを積極的に推進している企業を対象に「均等推進企業表彰」を実施しています。

昨年より対象企業を公募しておりますが、平成 16年度は下記により実施します。ぜひご応
募ください。

趣  旨 女性労働者の能力発揮を促進するためのポジティブ・アクションを推進してい
る企業に対し、その取組をたたえるとともに、 これを広く国民に周知し、女性
労働者の能力発揮の促進を図ります。

対  象 女性労働者の能力発揮を促進するためのポジティブ・アクションとして、「採用
拡大」、「職域拡大」、「管理職登用」、「職場環境・職場風土の改善」のうち、い

ずれかの取組を実施している企業が対象となります。

応募方法 応募用紙に必要事項を記入の上、熊本労働局雇用均等室あてにFAX又は郵送
にて送付してください。

応募締切 平成 15年 12月 20日 (土 )

贔応募用紙の請求、問い合わせ先 熊本労働局雇用均等室 TEL 0 9 6-352-3865

●

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

経済産業省では、工業統計調査

を平成 15年 12月 31日 現在で実

施します。

工業統計調査は、製造業を営む

すべての事業所を対象として、そ

の活動実態を明らかにすることを

目的として調査します。

調査結果は、国や地方公共団体

の行政施策の重要な基礎資料とし

て利用されるとともに、企業、大

学などでの研究資料、小 。中 。高

等学校の教材など、広く利用され

ているところです。

皆様からご提出していただく調

査票については、統計法に基づき

調査内容の秘密が厳守されますの

で、正確なご記入をお願いします。

経済産業省 熊本県 高森町

●   ●
俵
山
ト
ン
ネ
ル
が
思

っ
た
よ
り

長
い
の
で
驚
き
ま
し
た
。
ト
ン
ネ

ル
内
は
明
る
く
て
、
と
て
も
運
転

し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
沿
い
に
阿
蘇
ら
し
い

雰
囲
気
の
い
い
お
店
が
増
え
る
と

い
い
で
す
ね
。
観
光
客
が
蘇
陽
町

ま
で
足
を
延
ば
し
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

後藤 佳子さん (蘇陽町)

距
離

。
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
た

い

へ
ん
便
利
が
良
く
な
り
ま
し

た
。
途
中
に
展
望
所
も
あ
り
楽
し

く
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
展
望
所
に
ト
イ
レ
等
の
設
置
ま

た
、
高
森
町
か
ら
久
木
野
村
ま
で

の
未
改
修
区
間
を
早
く
整
備
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

３０
人
３１
脚
の
帰
り
に
み
ん
な

で
バ
ス
で
通
り
ま
し
た
。
新
し

く
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
の
中
は
、
電
気
で
と
て

も
明
る
か

つ
た
で
す
。
ト
ン
ネ

ル
を
通
る
時
に
息
を
止
め
る
の

が
流
行

っ
て
い
る
け
ど
、
ト
ン

ネ
ル
が
長
す
ぎ
て
息
を
止
め
て

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

俵
山
ト

ン
ネ
ル
が
で
き
た

お
陰
で
、
益
城
ま
で
行
く
の
が

早
く
な

っ
て
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
車
酔
い
も
し
な
く

て
よ
く
な
り
ま
し
た
。
最
近
は

観
光
客
が
多
く
な

っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

中松小学校 6年生の皆さん (白水村)

製造事業所の皆様ヘ 住宅需要実態調査に
ご協力ください

国土交通省では、都道府県、市町村の協力のも

とに、12月 1日 、全国各地において「平成 15

年住宅需要実態調査」を行うこととしています。

この調査は全国の家庭の皆様が、住宅について

日頃どの様にお考えになっているかなどを伺うも

ので、国や地方公共団体の住宅施策を行う上で重

要な資料となるものです。全国で約 10万世帯を

対象としていますが、熊本県では、一定の抽出方

法により無作為抽出した約 6400世帯に調査をお

願いすることとなっています。

11月 24日 から 12月 7日 までの間、統計調査

員証を持った調査員が、対象となった世帯を訪間

いたしますと同時に、対象となった世帯のまわり

の住宅地等を調査いたしますので、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

m問 い合わせ先

熊本県土木部住宅課計画係

TEL 0 9 6-383-1111
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桐原 映一さん (高森町)
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14
年

′

９
月
の
第

３
回
町
議
会
定
例

会
で
、
平
成
１４
年
度
の

一
般
会
計

と
各
特
別
会
計

の
決
算

が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。　
一
般
会
計
と
２

つ
の
特
別
会
計

（
鉄
道
経
営
対

策
事
業
基
金

・
農
業

用
水
供
給

事
業
）
に
よ
る
普
通
会
計
は
、
歳

入
額
５４
億
１
、
６
４
９
万
４
千
円

に
対
し
て
、
歳
出
額
は
５３
億
３
、

３
４
０
万
６
千
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
歳
入
１
億
５
０
７
万
円
、
歳

出
３
、
４
１
７
万
３
千
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出

の
主
な
も

の
は
、
高
森

中
学
校
校
舎
改
築
事
業

（
２
期

工
事
）
が
約
４
億
５
、
０
０
０
万

円
、
公
営
住
宅
建
設
事
業

が
約

１
億
７
、
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
で
は
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税

金
や
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど

を
財
源
に
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や

住
民
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
て
色
々

な
事
業
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
、
そ
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

９
月
２７
日

（土
）
か
ら
２８
日

（日
）
ま

で
の
２
日
間
、
高
森
町
剣
友
会

・
高
森
少

年
剣
道
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
り
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
高
森
町
少
年
剣

道
招
待
練
成
大
会
が
、
高
森
中
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
２０
回
目
の
記
念
大
会
で
、
県
内

外
か
ら
小
学
校
男
子
５６
、
女
子
２８
、
中
学

校
男
子
４２
、
女
子
２８
の
各
団
体
と
、
個
人

参
加
を
含
め
て
約
１
、
１
０
０
人
と
い
う

た
く
さ
ん
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
町
内
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
参
加
し
、

中
学
団
体
男
子
の
部
で
高
森
中
学
校
Ａ
が

長
陽
中
学
校
を
破
り
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を

す
る
な
ど
、
そ
の
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

【大
会
結
果

（本
町
関
係
）】

〇
小
学
１
年
男
子
の
部

第
３
位
　
佐
伯
　
隣
太
郎

〇
小
学
５
年
女
子
の
部

準
優
勝
　
松
本
　
和
奏

〇
小
学
６
年
女
子
の
部

第
３
位
　
山
田
　
瑞
稀

○
中
学
１
年
男
子
の
部

優
　
勝
　
赤
崎
　
雅
樹

準
優
勝
　
藤
岡
　
弘
径

○
中
学
２
年
男
子
の
部

優
　
勝
　
大
谷
　
祐
生

〇
中
学
団
体
男
子
の
部

優
　
勝
　
高
森
中
学
校
Ａ

【大
会
結
果

（敬
称
略
）
】

優
　
勝
　
旭
球
友

準
優
勝
　
昭
和
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ズ

第
３
位
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン

敢
闘
賞
　
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

最
優
秀
選
手
賞

馬
原
　
富
雄

（旭
球
友
）

優
秀
選
手
賞

竹
原
　
秀
喜

（昭
和
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ズ
）

第 20圏

少年剣道招待練成
謳含大会

●

●   ●

クラス別ナイター大会 Bク ラス優勝のファイ2年連続で 2大会を制した旭球友
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町税

530,583千 円

(9.8%)

町債
944,281千 円

(17.4%)

54億1,649万4千円

教育費
899,122千 円
(169%)

歳入円グラフの「その他」の内訳

{ rrr

754,288 新しく建てられた駅前団地

円

円

円 141%

″

^  
′ヽ

)j億j 340n6+n

253,605千 円 47%

千円 16%使用料及び手数料 153,444千 円 (28%)

繰越金 153,985千円(28%)

県支出金

280,500千
「
](5.2%

繰入金

地方消費税交付金

56,445千 円 (■0%)

その他

16%

災害復旧費 13,059千円

(0.3%)

民生費

消防費 139,765千円(26%)

商工費 161,853千円(30%)

衛生費
258,751千 円 (49%)

農林水産業費

621,845

(11.5%)

161,104千 円

(3.0%)

747,528

(14.0%)

559,140千 円

(10.5%)

財産収入

諸収入

分担金及び負担金

自動車取得税交付金

寄付金

利子割交付金

地方特例交付金

ゴルフ場利用税交付金

交通安全対策特別交付金

(合 計 )

17,871

18,294

37,713

28,894

23,654

6,916

16,451

9,749

1,562

161,104

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

(03%)

(03%)

(07%)

(0.6%)

(0.4%)

(0.1%)

(0.3%)

(0.2%)

(0.1%)

(3.0%)

卜
剰
玲

【大
会
結
果

（敬
称
略
）
】

Ａ
ク
ラ
ス
優
　
勝
　
旭
球
友

準
優
勝
　
南
球

Ｂ
ク
ラ
ス
優
　
勝
　
フ
ア
イ
ヤ
ー
マ
ン

準
優
勝
　
村
山
フ
ェ
ニ
ツ
ク
ス

最
優
秀
選
手
賞

徳
丸
　
新
悟

（旭
球
友
）

工
藤
　
直
幸

（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
）

優
秀
選
手
賞

岩
下
　
博
幸

（南
球
）

本
田
信

一
郎

（村
山
フ
ェ
ニ
ツ
ク
ス
）

l=l
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協
会
長
旗

一ナ
ｒ
夕
に
ソ
一艦
事
献
一葬
一詐
一奨
総
一

（１０
月
１５
日
～
２１
日
）
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地 方 交付 税

2,177,096千 円

(402%)

土木費
879,824千円
(16.5%)

(156●
314,068千円



技
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
―

一品
森

工
士
百
展

１０
月
２４
日
か
ら
２６
日
ま
で
、
今
年
で
１２

回
目
と
な
る

「高
森
工
芸
展
」
が
休
暇
村

南
阿
蘇
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
森
工
芸
展
実
行
委
員
会

・

高
森
美
術
工
芸
協
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
町
内
ゆ
か
り
の
芸
術
家
等
が
芸
術
の

秋
に
ち
な
み
、
多
く
の
人
に
工
芸
の
素
晴

ら
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
も
多
く
の
人
が
観
賞
し
、
技
の
素

晴
ら
し
さ
を
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

職人の作品を熱心に見入る人たち

畿子ロボット製作教室
１０
月
Ｈ
日

（土
）
と
‐３
日

（月
）
、

筑
波
科
学
万
博
記
念
事
業
団
か
ら

選
ば
れ
た
高
森
中
央
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
親
子
で
ロ
ボ

ツ
ト
製

作
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
親
子
の
交
流
の
機
会

を
つ
く
り
、
「も
の
づ
く
り
」
を
通

し
て
科
学
技
術
に
興
味
関
心
を
持

つ
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
３
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
が
参
加
し
た
教
室
は

「Ｐ
Ｅ

Ｔ
ロ
ボ
」
や

「
ス
リ
ー
ピ
ー
ス
ユ

ニ
ッ
ト
」
な
ど
を
子
ど
も
と
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
向
き
合

っ
て
楽
し

く
作

っ
て
い
ま
し
た
。

親子でユニークな作品を作成

普通会計の性質別経費の状況
(一般会計に 2つの特別会計を含む額)

普通建設事業費

1,738,958千 円

(326%)

(18.8%)

人件費

1,002,947千 円

273,494千 円 (5」 %)

754,288千 円 (14.1%)

物件費

維持補修費 45,205千 円(Q9%)

積立金 181,287千円 (34%)

扶助費 208,975千円 (39%)

投資出資貸付金

13,059千 円 (03%)

516,855千 円

(9.7%)

564,584千 円

(lQ6%)

33,754千円 (0.6%)

災害復旧事業

会計ごとの収支の状況  (単位:円 )
5,403,266,720

5,322,845,415歳 出

えてず″・　　　　　　一　　　ヽ

あ
に
散
っ

町
の
鳥
獣
保
護
区
で
９
月
２４
日
早
朝
、

橋
本
桂
馬
さ
ん

（高
森
。
上
在
）
が
孵
化

飼
育
し
た
キ
ジ
の
幼
鳥
１２
羽
を
、
町
内
の

山
に
旗
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
一

こ
れ
は
、
狩
猟
鳥
類
の
保
護
増
殖
を
図

る
た
め
、
Ｈ
月
１５
日
の
狩
猟
解
禁
を
前
に
、

県
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
放
た

れ
た
キ
ジ
た
ち
は
、
晴
天
の
秋
の
空
に
大

き
く
羽
ば
た
き
草
原

へ
と
消
え
て
い
き
ま

し
た
。

歳入     18,912,384

歳出    18,912,384

歳入     18,160,324

15,493,201

756,617,184

158,261,113

1,129,208,705

歳出    571,756,619
(※ は普通会計に分類される会計)

町有財産の状況

出

入

出

入

出

入

出

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

196,439rヽパ

1

■
‐

`llit

盤

立 木

●   ●

●   ●

大空へ羽ばたくキジ

<をは軋蝙鱗数室
税収入の状況   ||■|■‐■|         ■■■■|

●税収入の税圏据111内訳玲         ●過去 5年蘭靱税鴫又入の推移●
入湯税 14,191千 円 (27%) 軽自動車税 13,912千円 (26%) (単位 :千円)

一 一

‐ ‐
― 一 一

― ―
一
-5億

5千 万

タバコ税

９
月
２６
日

（金
）
、
高
森
東
小
学

校
体
育
館
で
劇
団

「き
ら
ら
」
を

招
い
て
の
い
き
い
き
芸
術
体
験
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
演
劇
鑑
賞
会
を
実
施

し
、
生
の
舞
台
芸
術
に
接
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
豊
か
な
創
造
性
を

養
う
と
と
も
に
、
児
童

・
生
徒
の

健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
参
加
し
た
高
森
東
小
。

中
学
校
、
草
部
南
部
小
学
校
、
草

部
中
学
校
の
生
徒
は
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

40,820千 円

(7.7%)

540,894

固定資産税
285,124千 円
(53.7%)

5億 4千万

5億 3千万

5億 2千万

5億 1千万

町民税
176,536千円

(33.3%)
ta自醸鮨肛主I■■■■ML
10  11   12  13  14(年 度)

軽自動車税

5,302円
麟出L. ■、..

大きな声を出しての自己紹介
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介護保険

・老人保健

簡易水道事業

国民健康保険

車 輌

21台

目岬
2,617,494千 円

基  金

282,480千円

有価証券

出 資 金

回 二=躍
場

11,616,365ぶ

土  地

75,484 rrf

建 物

530,583千 円

合 計

たばこ税

15,556円

固定資産税

108,660円

町民税

67,277円

|

551

薗

4‐t
・

~l鰊

濾

|,

顆謳 |

賊
中

」

18

※一般会計

※鉄道経営対策
事業基金

※農業用水供給事業
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みん樹ばんき
１０
月
・２
日

（
日
）
、　
今
年

も
立
正

福
祉
会
高
森
寮

（手
嶋
清
士
施
設
長
）

で

「ふ
く
し
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
お

と
な
か
ら
子
ど
も
ま
で
た
く
さ
ん
の

入
寮
者

の
皆
さ
ん
と

を
行
い
ま
し
た
。

、
ま
つ
り
を
支
え
て
く
れ
た

町
内
の
中

。
高
校
生
ボ

ラ
ン

や
地
元
の
婦
人
会

。
若
者
た

ち

で
、

み
ん
な
で
作
り
上
げ

た

「
ふ

く
し
ま

つ
り
」
は
大
賑
わ

い
の
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

■
■

■

甲電F
町

■11チ

ヽ 1ぃ 、
ヽ

“

曲晨
車
畠
晨
村
体
験
す
轟
ツ
ア

楽しい企画で好評のバザーコーナー

花の植付けにも挑戦

ステージではさまざまな催しが行われました

′"“
Hに ●́ヽ

１０
月
１０
日

（金
）
か
ら
・２
日

（日
）
ま

で
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
農
業

・
農
村
体

験
交
流
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
本
町

の
農
業

の
素
晴

ら
し
さ
に
つ
い
て
、
体
験
的
な
理
解
と
啓

発
を
ね
ら
い
に
、
都
会
の
女
性
に
農
村
の

よ
さ
を
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
行

っ
て
お

り
、
今
年
で
７
回
目
。

福
岡
県
方
面
か
ら
独
身
女
性
８
名
が
参

加
。
メ
ロ
ン
や
ト
マ
ト
の
収
穫
、
稲
刈
り
、

花
の
植
付
け
等
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
青
年
た
ち
と
の
交
流
会
な
ど
も

あ
り
、
高
森
を
満
喫
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

取れたてのぶどうは、甘くておいしい !
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●

１０
月
・９
日

（日
）
、
役
場
中
央
出
張
所
前

広
場
に
お
い
て
、
風
と
森
の
会

・
町
主
催
に

よ
る

「も
り
の
朝
市
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
空
洞
化
が
進
む
中
心
市
街
地
の

活
性
化
と
町
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
午
前
７
時
か
ら
の
開
始
と
同

時
に
約
５０
人
程
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

取
れ
た
て
新
鮮
野
菜
や
ス
タ
ー
チ
ス
・漬
物
・

み
そ

。
し
ょ
う
ゆ
な
ど
を
求
め
、
多
く
の
人

が
足
を
運
び
、
好
評
の
う
ち
に
朝
市
を
終
え

ま
し
た
。 ‐

ヽ Lい

早朝から多くの人が訪れました

●

●   ●

●

は
旧からのも
り
の
朝
市
木
材
利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

●

今
年
完
成
し
た
高
森
中
学
校
の
新
校
舎
が
、
木
材
利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

主
要
構
造
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄
筋
に
木
材
を
取
り
入
れ
て
い
く
燃
え

し
ろ
設
計
と
い
う
画
期
的
な
手
法
を
と
っ
て
お
り
、
内
装
に
ふ
ん
だ
ん
に
木
材
を

使
用
。
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
設
計
で
木
材
の
美
し
さ
、
良
さ
が
表
現
さ
れ
、
新
し

い
木
材
の
使
い
方
を
示
し
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

藤本町長も新鮮野菜や町特産品を PR
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史碁
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じ
ん

け
ん

らゝ
いと

う
し
　
お
辞
儀
忘
れ
た
稲
ば
か
り

枝
で
高
鳴
き
し
よ
る
百
舌

ゴ
ミ
の
隙
間
が
マ
イ
ホ
ー
ム

半
分
　
退
院
し
て
も
職
探
し

こ
ら
ど
う
し
　
利
子
よ
り
高
い
手
数
料

秋
の
声
　
文
庫
小
積
う
で
眠
っ
と
る

油
虫
　
婦
の
叫
び
の
凄

ェ
こ
つ

嬉
し
さ
半
分
　
嫁
が
来
た
な
ら
揉
め
ん
ど
か

こ
ら
ど
う
し
　
阿
蘇
は
毛
布
の
二
枚
要
る

秋
の
声
　
サ
ン
マ
の
届
く
ク
ー
ル
便

秋
の
声
　
聞
く
と
直
ぐ
に
も
冬
が
来
る

そ
う
か
な
あ
　
話
し
ゃ
半
分
聞
い
と
こ
う

秋
の
声
　
話
題
は
日
本
選
手
権

じ

ん

じ
ん
　

　

け
ん
　

　

け
い
　

　

は
つ
　
　
ひ
よ
う

　
　
ご

　

　

し
よ
う

Å
権
輻
発
標
謳
眼紹

《
人
権
は
、
「思
い
や
り
」

や
さ

や

「優
し
さ
」
の
こ
と

で
す
か
？
》
　
　
　
　
　
一

〃
ち
が
い
ま
す
。
も

っ
と
き
び

し
い
も
の
で
す

″

人え

権
を

「思
い
や
り
」
や

「優
　
　
　
◎

一
言
で

し
さ
」
で
説
明
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
方
が

分
か
り
や
す
い
か
ら
で
す
。

で
も
…

「思
い
や
り
」
や

「優

し
さ
」

の
気
持
ち
に
は
、
「相
手

に
対
す
る
同
情
」
「
か
わ
い
そ
う

な
人
に
優
し
く
」
と
い
う
気
持
ち

が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。「
同
情

と
人
権

は
ち

が

い
ま

お

互

い
が
平
等
で

に
立

っ
て
、
お
互
い

め
合
う
こ
と
が
、
人

本
的
な
考
え
方
で
す
。

そ
の
た
め
に
も

「相
手
の
立
場
に
立

つ
」
「他
人

の
心
の
痛
み
が
分
か
る
」
よ
う
心

が
け
…
…
自
分
の
生
き
方
を
問
い

直
し
ま
し
よ
う
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

● を 立ちす
認[場ばピ

権ケiの 対告

の 権1等与

基き利りの

●

●

業約款制度に従って営業しているお店です。

この Sマークを店頭に掲げているお店な
ら、全国どこでも約款に定められた基準以

上のサービスが保証されています。みなさ

まの信頼できるお店選びの大きな目安とな

ります。また、万一の場合、事故賠償基準

に基づいた補償も受けられます。

3つのSをお約束します
★STANDARD
(標準)確かな技術。
きめ細かな対応など、お客さまに提供す

るサービスの種別 。内容を明確に表示。

その実施をお約束します。

★SAFETY
(安全)まかせて安心。
万一事故が発生した場合、事故賠償基準

に基づき、お客さまには速やかに円滑な

生涯賠償が行われます。

★SANITATION
(衛生)美 しく清潔に。
厳しい管理基準に従い、営業施設の維持・

管理を行い、お客さまに気持ちのよいサー

ビスをお約束します。

■‐お問い合わせ先

熊本県生活衛生営業指導センター

TEL 0 9 6-362-3061

熊本理容生活衛生同業組合
TEL 0 9 6-372-1818

熊本美容業生活衛生同業組合
T[L096-375-8555

熊本県クリーニング生活衛生同業組合
TEL 0 9 6-326-1281

お

も

け

ん

田
上
黙
公
子

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
信
子

林
　
　
不
忘

三
森

　

茜

岡
本
　
琴
司

堀
日
　
蘇
仙

佐
藤
多
可
雄

松
野
　
笑
声

上
井
加
根
女

佐
藤
　
重
信

後
藤
　
愛
子

馬
原
　
馬
笑

◎
友
だ
ち
に

◎
情
け
な
い

◎
毎
日
ね

名
前
を
も

っ
て

旧
高
森
小
学
校
　
松
　
尾
　
盛
　
宏

し
あ
わ
せ
だ

旧
高
森
小
学
校
　
芹
　
口
　
　
　
誠

平
和
な
世
界
を
つ
く
り
た
い

旧
高
森
小
学
校
　
一二
　
森
　
也
紗
史

大
切
に

草
部
中
学
校
　
　
工
　
藤
　
裕
　
美

◎
戦
争
は
や
っ
て
は
い
け
な
い

◎
相
手
の
心
　
自
分
の
気
持
ち
を

◎
友
達
の
　
心
を
支
え
る
　
人
に
な
ろ
う

草
部
中
学
校
　
　
小
　
住
　
晴
　
彦

◎
自
分
も
楽
し
く
　
み
ん
な
も
楽
し
く
　
生
き
て
い
こ
う

草
部
中
学
校
　
　
甲
　
斐
　
　
　
晃

◎
悪
口
を
　
い
っ
た
と
き
に
は
　
謝
ろ
う

草
部
中
学
校
　
　
阿
　
南
　
孝
　
紀

◎
人
権
週
間
　
み
ん
な
の
思
い
を
　
伝
え
合
お
う

草
部
中
学
校
　
　
後
　
藤
　
さ
と
み

◎
思
い
や
り
　
心
と
心
で
　
支
え
合
う草
部
中
学
校
　
　
二
子
石
　
信
太
郎

（平
成
１４
年
度
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）
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◎
す
ば
ら
し
い

こ
ら
ど
う
し
　
植
木
鉢
ま
で
沸

っ
と
る

秋
の
声
　
僕
も
茶
髪
に
飽
き
の
声

嬉
し
さ
半
分
　
初
孫
は
保
育
器
の
中

秋
風
や
村
は
平
和
に
鳩
の
う
た

老
人
会
百
選
棚
田
秋
深
し

季
を
待
ち
て

一
時
に
満
開
曼
珠
沙
華

村
五
軒
寝
静
ま
り
た
る
星
月
夜

秋
雨
や
開
門
岳
に
雲
か
ゝ
る

古
時
計
夜
長
の
う
た
た
寝
刻
告
げ
る

家
出
れ
ば
木
犀
薫
る
十
三
夜

柿
落
葉
名
刺
が
わ
り
に
ふ
み
に
入
れ

か
け
る

一
言
　
勇
気
い
る

旧
高
森
小
学
校

悲
し
む
友
を
　
救
え
な
い

旧
高
森
小
学
校

ふ
ん
い
き
か
え
る
　
し
ゃ
べ
り
ご
え

旧
高
森
小
学
校

君
と
い
る
と
　
落
ち
着
く
よ

藤  高  津

井  木  留

優  健  彩

松
山
キ
ヨ
子

佐
伯
　
文
を

浦
塚
　
南
天

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
初
雄

森
　
　
正
六

後
藤
　
法
龍

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

鶴
林
　
　
巧

岩
下
　
京
子 子  伍  子

今回の法施行に向け、正確性を確保し、本制度を円滑に開始するために、現在飼養中の牛 (「既

存牛」といいます。)について、再確認をお願いします。

1.実施期間 平成 15年 12月 1日 ～ 12月 末日 (予定 )、 期限は平成 16年 2月 29日 まで
2.確 認 日 平成 15年 12月 1日現在

農政局が既存牛 リス トを配布 (直接または、団体を通 じ)し ますので、 12月 1日 現在で、
確認を行い、押印 (ま たはサイン)してください。

な問い合わせ先 熊本県阿蘇地域振興局 農業振興課 TEL0 9 6 7-22-3649
九州農政局地域第 4課牛 トレーサビリティ 1係 担当 :大山、飯川、吉永

TEL0 9 6 8-25-2137

牛飼養農家の
皆様ヘ

肥
　
後
　
狂
　
句

長
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

ト
ロ
，
　

　

　

　

　

　

　

■
リ

相

レ
　

　

　

有
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ル
ヘ
ｆ
↑

12月 1日 から、牛 トレーサビリティ

法が施行されます。

既存牛の再届出を行つてください。

人

は



そ
こ
に
び

っ
し
り
と
生
え
る
繊
毛

（体
を
ホ
コ
リ
や
ウ
イ
ル
ス
、
細

菌
な
ど
か
ら
守
う

て
く
れ
る
フ
ィ

ル
タ
ー
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
）

の
働
き
が
鈍
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス

を
体
外
に
排
出
で
き
な
く
な
り
感

染
し
て
し
ま
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
に
は

①
食
事
・
ス
ト
レ
ス
・
運
動
。
睡

眠
な
ど
に
注
意
し
免
疫
力
を
高

め
る
体
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う

。

②

ウ
イ
ル
ス
は
せ
き
や
く
し
ゃ

み
な
ど
に
よ
り
空
気
中
に
飛
び

散

っ
て
い
ま
す
の
で
人
ご
み
を

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③

ウ
イ
ル
ス
は
低
温

・
低
湿
度
の

環
境
で
活
発
に
な
る
の
で
室
内

の
乾
燥
に
気
を
つ
け
、
加
湿
や

こ
ま
め
な
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

④

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
マ

ス
ク
に
よ
リ
ウ
イ
ル
ス
の
侵

入
は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
の
ど
や
鼻
の
湿
度
を
保
つ

効
果
は
あ
り
ま
す
。

⑤

手
洗
い
と
う
が
い
に
よ
リ
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う

。

も
し
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

①

発
症
後
３
日
目
ま
で
の
期
間
が

最
も
感
染
力
が
強
い
の
で
、
外

出
を
控
え
安
静
に
し
、
充
分
な

睡
眠
を
と
り
ま
し
よ
う
。

②

体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
室
温

を
２０
～
２２
度
に
保
つ
と
と
も
に

換
気
に
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③

乾
燥
し
て
い
る
と
呼
吸
器
を
い

た
め
る
の
で
湿
度
を
６０
～
７０
％

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④

高
熱
に
よ
り
脱
水
症
状
に
な
り

や
す
い
の
で
、
こ
ま
め
に
水
分

を
補
給
し
ま
し
よ
う
。

⑤

消
化
が
よ
く
、
栄
養
の
あ
る
も

の
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

保 健 師 か ら

あなたへの

イ
ン
フ
μ
〓
ン
ザ
い

■
竜
し
ま
し
ょ
う
！

さ
あ
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
　
　
感
染
す
る
と
風
邪
と
は
違
い
、

ザ
流
行
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
　
強
い
全
身
症
状
を
引
き
起
こ
し
、

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
症
化
や
合
併
症
を
も
招
い
て
き

な
ぜ
冬
に
流
行
す
る
の
で
し
ょ
　

ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
場
合
、

う
か
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
　
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
場
合
も
あ

ス
が
体
内
に
侵
入
す
る
に
は
、
気
　
り
ま
す
。
「な
ん
と
な
く
、
い
つ

温
が
低
く
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
　

も
と
調
子
が
違
う
」
程
度
で
も
急

る
こ
と
が
好
都
合
な
の
で
す
。
そ
　
激
に
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

し
て
、
冷
た
い
空
気
を
吸
い
込
む
　
早
め
に
受
診
す
る
よ
う
心
が
け
ま

と
、
鼻
や
気
管
の
血
管
が
収
縮
し
、
　

し
よ
う
。

●   ●

複十字シール募金にご理解を! ●   ●
結核を撲滅するために複十字シール募金に

ご協力をお願いします。

結核は戦後のわが国では、国民の 30人 に 1人以上が発病していた時期もあ
りましたが、官民総力を挙げての対策のおかげで急激に減少しました。

しかし、いまだに全国で 3万 5千人以上の発病があり、依然としてわが国最
大の感染症として重点的な取り組みが必要とされております。

複十字シール運動は、1903年デンマークで始まった結核対策の運動で、シー
ルを郵便物に貼ることで全世界的に広がりました。

熊本県では、結核予防会 (潮谷義子支部長)が各種団体の協力で運動を進め
ていますが、特に「健康を守る婦人の会」が中心になって募金活動に取り組ん

でいます。

高森町でも、 1司婦人の会が 10月 と 11月 に運動を進めてまいります。会員が

募金活動に伺いますので、運動の精神をお汲み取りいただき、 ご協力をよろし
くお願いします。

‐1車I TAKAMORI TOWN-2003.11

国民年金 だ より
◆国民年金保険料の納付が困難なとき

■申請免除

申請免除には、保険料の金額の納付が免除される「全額免除」と保険料の半額を納め半

額の納付が免除される「半額免除」があります。老齢基礎年金には、全額免除期間は 1/3、
半額免除期間は 2/3と して計算されます。
収入が少なく保険料の納付が困難な人は、役場の国民年金係で 「免除申請書 (全額・半

額 )」 に必要事項を記入して提出してください。後日、社会保険事務所が前年の所得など

を審査した結果として、承認 。却下の通知書をお手元に郵送します。

免除 (全額・半額)が承認された場合は、申請した月の前月から6月 まで保険料の金額
または半額の納付が免除されます。

半額免除の承認を受けた場合は、新たに送付されてくる半額保険料の納付書で、半額保

険料を納めてください。半額の保険料を納付しないと未納扱いとなりますので、忘れずに

納めてください。

免除申請者・配偶者・世帯主の前年所得に基づいて審査されますが、この全員について前年所得が各々―

定基準額以下であることが必要です。

(0,前年所得(収入)が少ない人/② 失業、事業の廃上、天災などにあった人/0障害者または寡婦であつ
て、前年の所得が 125万円以下の人/0生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている人
扶養人数別の判定ラインの目安
【所得 (収入)の概算】

0年金手帳 ②印かん
0市区町村で前年所得などの把握ができない人
(転入者など)は、前年所得を証明するもの

0失業を理由とするときは下記の書類
●雇用保険受給資格者証 (コ ピー可)
●雇用保険被保険者離職票 (コ ピー可)

●雇用保険被保険者資格喪失確認通知書 (コ
ピー可)

●公務員については、辞令 (コ ピー可)

●離職者支援資金貸付制度の貸付金を受けた

場合は「貸付決定通知書」 (コ ピー可)等

学生本人の前年所得が 68万円 (収入で 133万 円)以下等であれば、役場の国民年金係で 「学
生納付特例申請書」に必要事項を記入して提出してください。後日、社会保険事務所が前年所

得などを審査した結果として、承認・却下の通知書をお手元に郵送します。

承認された場合は、申請した前月から年度末 (3月 )までの保険料の納付が猶予されます。

0年金手帳/② 印かん/0学 生証 (コ ピー可)または在学証明書/0
市区町村で前年所得などの把握ができない人 (転入者など)は、前年所得
を証明するもの/0会 社等を退職されて学生となられた方は、雇用保険
被保険者離職票 (コ ピー可)・ 雇用保険受給資格者証 (コ ピー可)等

はお問い合わせ先  住民生活課 国民年金係  TEL 62-1111(内線 132)

保険料免除制度・・・自営業者、アルバイトの人等

免除申請 (全額・半額)の審査基準

手続きに必要なもの

世帯類型

標準 4人世帯
(扶養家族が妻と子
2人 /子の 1人は
16歳以上 23歳未満 )

164万円程度

(260万円程度)

285万円程度
(424万円程度)

2人世帯
(扶養家族が妻のとき)

94万円程度
(159万円程度)

172万円程度

(271万円程度)

単身者
35万円程度

(100万円程度)

85万円程度

(150万円程度)

半額免除全額免除

学生納付特例制度・・・夜間部・定時制・通信制の学生も

手続 きに
必要なもの

３
歳
以
上
７
歳
未
満
の
幼
児
、
お
よ
び
６５
歳
以
上
の
方
に
接
種

１
回
分
に
つ
い
て
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
各
医
院
に
申

し
込
み
、
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予

防
し
、
元
気
な
生
活
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実
施
中
‥

健

¬

高森町健康を守る婦人の会 1会長 本‐田 美智子
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〃

得
税
の
予
定
納
税

２
期
分
の
納
期
限
は

月

１

日

所
得
税
の
予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
確

定
申
告
に
よ
る
納
税
額
が

一
定
額
以
上
の
方

に
、
そ
の
年
の
納
税
の

一
部
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
く
制
度
で
、
該
当
す
る
方
に
は
、
税

務
署
か
ら
通
知
し
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
の
第
２
期
分
の
納
期
限
は
１２
月

１
日

（月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
額
は
、
前
年
の
所

得
税
額
を
基
に
計
算
し
て
あ
り
ま
す
が
、
商

売
を
廃
業
し
た
り
、
災
害
で
財
産
に
損
害
を

受
け
た
り
し
た
た
め
、
今
年
の
納
税
額
が
前

年
よ
り
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、
Ｈ

月
・７
日

（月
）
ま
で
に

「予
定
納
税
額
の
減

額
承
認
申
請
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
納
税
の
場
合
も
、
納
税
が
期
限
に
遅

と
、
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
注

て
く
だ
さ
い
。

た
、
納
付
方
法
に
は
、
便
利
で
安
全
、

な
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

「税
を
知
る
週
間
」

Ｈ
月
Ｈ
日
か
ら
１７
日
ま
で
は

「税
を
知
る

週
間
」
で
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

「税
を
知
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に
深

い
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、

そ
の
意
義

（必
要
性
）
及
び
役
割

（使
途
）
、

税
務
行
政
の
現
状
な
ど
を
、
広
く
国
民
の
皆

様
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の

「税
を
知
る
週
間
」
は
、
「暮
ら

し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種

の
広
報

。
広
聴
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者
や
主
婦
、

児
童

。
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し
た

「租
税
教

室
」
の
開
催
な
ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し

て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

日
間
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

で 確  意 れ｀
実 ま し る 予 12第所

風邪の予防には良
質のタンパク質や
ビタミンA、 C、 Eを
たっぶりと !

風邪の予防には、特に良質のタンパク質やビタ

ミンA、 C、 Eが不足しないようにします。体を
温め、必要な栄養素も過不足なくとれる、野菜たっ

ぶりの鍋物をお勧めします。

(食 事〉
タンパク質とビタミンA、 C、 Eを多めにバラ
ンスよく。

脩ビタミンA…ほうれん草、にんじん等
鶉ビタミンC・・・大根、レモン、ブロッコリー等
弯ビタミンE・・・かばちゃ、納豆、豆腐等
〈睡 眠〉
体や脳の疲れを取るには、ぐっすり眠ることが
必要。

(ス トレス〉
ストレスは、早めに解消して免疫カアップを。
躙お気に入りの音楽を聴く。

やラベンダーなどをお風呂に入れる。

●   ●

●

捜査活動に対する
ご理解とご協力を秋季全国火災

予防運動

7
●

◎実施期間
11月 9日 (日 )～ 11月 15日 (土 )

◎統一標語

『その油断 火から炎へ 災いへ』
この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図

ることにより火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、

財産の損失を防く
゛
ことを目的としています。また同時に、防火火災予防対策につい

ても、年々放火火災件数が増加傾向にあることから、社会的影響の大きな連続放火

火災を含め、放火火災による被害の軽減を図るよう推進しているところです。

～放火されない環境づくりのポイント～
■建物の周囲にある可燃物の整理及びアパー ト等の階段、廊下等の共有部分の整理を行い、放火しにく
い環境づくりをする。/■倉庫や物置、空地等の夜間無人となる建物の施錠を確実に行う。/■昼間で
も人目の少ない物置や車庫等を随時見回るような配慮をする。/■地域において、住民各自が人と人と
のふれあいの円滑化を図り、放火しにくい地域づくりをする。
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熊本県では、犯罪の発生件数が増加しており、中でも、凶
悪な事件や街頭での犯罪が目立っています。犯人を検挙 し、

事件を解決するため、犯罪捜査に対するご理解とご協力をお

願いします。

◆指名手配犯人の検挙にご協力を
全国の警察では、 11月 を指名手配犯人の強化月間として、  ・
地下鉄サリン事件などで特別手配しているオウム真理教関係  |■||
の 3人 をはじめ、重大な犯罪を行った被疑者をリス トアップ   .
し総力を挙げて追跡捜査を行うこととしています。        |
指名手配犯人に似た人を見かけたなど、ささいな情報でも

構いませんので、警察に通報してください。

◇「事件かな ?」 と思ったら迷わず 110番を !

◇犯罪について知っていることは積極的に通報を !

◇聞込み捜査にご協力を !

◇被害にあったときは必ず届け出を !

不幸にして、犯罪の被害に遭われた方の中には、「被害額が少ない」「面倒だ」「犯人はどうせ捕

まらない」などの理由で被害を届け出ない人がいます。
たとえ相手が暴力団であっても、第 2、 第 3の犯行を防ぎ、被害の拡大を防止するためには、勇
気を出して警察に届け出てください。

●

12

豆腐のカレー煮
□材料 (5人分 )

木綿とうふ 1丁、合
いびき肉 100g、 生

姜 5g、 ピーマン3個、

玉ねぎ 120g、 キク

ラゲ 2枚、サラダ油

大さじ 2、 スープ 150

cc、 砂糖大さじ 3、 酒

大さじ 1、 濃回しょう

ゆ大さじ4、 カレー粉

大さじ 1、 片栗粉

□作 り方

①豆腐は 1.5 cm角切 りにし、ザルに上げ水切 りす

る。キクラゲは湯につけて戻し、せん切りにする。

玉ねぎ、ピーマンも同様に切る。

②鍋に油を熱して生姜のみじん切りと合いびき肉

を炒める。次に野菜を加えてさっと炒め、カレー

粉をふり入れる。他の調味料とスープを加え、豆

腐を加え煮込み、味を整えて水溶き片栗粉で ト

ロミをつける。

r――■
Lロ

※火災・救急・救助など緊急の場合は 119番ヘ ※警察は被害者の安全を守ります。

栄養士の
いただきま～す税
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阿蘇広域行政事務組合消防本部
南部分署 TEL 62-9034


